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参考：J-Powerと「GENESIS松島」をめぐる動向

● 加藤社長「ＧＥＮＥＳＩＳ松島計画は当初計画より遅れるが、大崎クールジェンで長年実証してきた酸素吹
きの石炭ガス化技術は極めて将来性の高い技術だ。日本だけでなくアジアにとっても優位な技術オプショ
ンだと思っている」（ 2026/04/03 電気新聞）

● 350.org Japanとグリーンピース・ジャパン、石炭火力発電増設計画「 GENESIS松島」の中止を求める要
望を電源開発に提出（ 2026/04/08）

● 「西海市の松島火力発電所で、受電設備の事故により火災が発生。この影響で、長崎市など 9つの市と
町で最大約26万7000戸が停電」（2026/05/15 長崎国際テレビ）

● 電気新聞「２６年の着工、２８年度の運転開始を予定しているが、コスト増を背景にスケジュールを見直す
予定」（2026/06/22 電気新聞）

● J-power株主総会にあわせ、国際環境 NGO 350.org JapanなどのメンバーがGENESIS松島計画の中止
をもとめて、株主総会会場前にてアクション実施（ 2026/06/25）

● 西海市の瀬川光之市長らが県知事に要望：松島火力発電所の「ＧＥＮＥＳＩＳ松島計画」の早期実現支援
などを求める（2026/07/14 長崎新聞）

● J-Power加藤社長「新たに石炭火力を建設する選択はもはやなく、いかに石炭火力を活用しながらＣＯ２
排出量を減らせるか。 「ＧＥＮＥＳＩＳ松島計画」は、足元のコストの上昇や経営資源の最適配分の観点
から延期・再検討している状況です が、酸素吹きＩＧＣＣ（石炭ガス化複合発電）は有望な技術であり、
ＣＣＳ（ＣＯ２の回収・貯留）との組み合わせは、火力トランジションの合理的な選択肢となり得ます」
（2026/09/01 エネルギーフォーラム）


